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１ 年次レポートの趣旨 

愛知県では2016年（平成28年）３月に策定した「あいちICT戦略プラン2020」（以下

「ICT戦略プラン」という。）において、本県が取り組むべき4つのテーマが抱える課題につい

て、最新のICTの活用による課題解決を図るため、戦略的に施策を展開することとしています。

また、この戦略的取組の前提となる「データ社会への対応」についても併せて整理することとし

ています。 

４つのテーマとデータ社会への対応における主な取組を報告するとともに、今後の計画策定や

計画を進める上での課題を確認し、計画を進行管理するために、年度毎に年次レポートを作成す

ることとしています。 

本書は、2017年度（平成29年度）の年次レポートです。 

 

≪戦略の方向性のイメージ≫ 

 

 

 

 

データ社会への対応 

分

野

別

の

戦

略 

IoTへの対応 
生活・産業の利便性向上 

データの活用しやすい環境の整備 

ビッグデータの活用 
行政・民間等で保有・活用 

オープンデータの推進 
革新的な新産業・新サービスの 

創出 

●観光振興の推進 
“Heart”of JAPAN～Technology 

& Tradition をキャッチワード

に、訪日外国人旅行者を始め、

多くの人が訪れ、滞在してもら

える地域をめざす。 

・あいちの魅力を磨き上げ、地

域ブランドの形成に努めるとと

もに、来訪者のニーズに応じた

情報提供など、あいちファンの

獲得に向け継続的な情報発信。 

・無料公衆無線 LAN（Wi-Fi）等、

外国人旅行者の受入れ環境の

整備。 

●スポーツ大会・映画等ロ

ケ誘致促進 
全国・世界に打ち出せるスポー

ツ大会の招致・育成や「フィル

ムコミッション」を通じたロケの

誘致により、国内外から人を呼

び込み交流人口を拡大させ、地

域を活性化させる。 

●モノづくり産業の競争
力の更なる進化 

日本の「産業首都」の中枢性を

さらに高める。 

・医療・介護など新たなロボット

産業の推進。 

●農林水産業の競争力の

強化 
新技術の導入による生産性の

向上、流通・販売面での取組の

推進により競争力を強化してい

く。 

・高度な環境制御が可能な「あ

いち型植物工場」などのスマー

ト農業の推進。 

●ICTの新たなビジネスモ
デルの開発 

「あいちベンチャーハウス」で

の創業・ベンチャー企業支援を

通じ、新たなビジネスモデルの

開発・普及の促進、ICT 人材や

産業の育成を目指す。 

●災害や犯罪に負けない
まちづくり 
ICT を活用し、災害や犯罪に負

けない、強靭な県土・安全なま

ちづくりを実現する。 

●健康長寿あいちの実現 
医療の充実や地域包括ケアシ

ステムにICTを活用する。 

・在宅医療連携システムの導入

支援。 

●業務の効率化 
クラウドシステム・マイナン

バー制度・各情報システムなど

セキュリティを確保しつつ、業務

の合理化に向け、取組を進め

る。 

・庁内各システムの庁内クラウ

ドへの統合の推進。 

・社会保障・税番号制度（マイナ

ンバ―制度）を支える基盤の整

備。 

・マイナンバーの活用による各

業務プロセスの改善。 

・情報システムの活用拡大、調

達の最適化による事務効率化。 

●学ぶ楽しさ・生涯学習の

実現 
教育現場で ICT 機器を活用し、

分かりやすく理解が深まる授業

を実施する。また、生涯学習を

推進する。 

●ＩＴＳ・交通対策の推進 
安全な交通環境を実現し、交通
事故を減少させる。 
・安全運転支援システムの研究
支援。 

データを基盤とした社会 情報セキュリティの確保 

Society 5.0 

Ⅲ暮らし安心・安全 

 

Ⅳ ICT基盤強化 Ⅱ産業革新 Ⅰ観光・交流拡大 

●女性の活躍促進・子育て
支援 

・ の推進。 
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２ 進捗状況と今後の展開 

（１）2017年度の特徴 

 ア 新規の取組 

  (ア) 「愛知の住みやすさ発信サイト」による魅力発信 

   愛知県は、人口増加が続いている数少ない県であるものの、東京圏に対しては、若者層を中

心に一貫して転出超過が続いていることから、他の大都市圏に比べた愛知の強みである「住み

やすさ」について、これから居住地を選択していく東京圏の大学生などの若者層を中心に広く

ＰＲする「愛知の住みやすさ発信事業」を2017年度から開始しました。この事業の一環とし

て、「愛知の住みやすさ発信サイト」による魅力発信を実施しています。 

 

(イ) 県職員向けサテライトオフィスの設置（試行） 

昨今の全国的な働き方改革の広がりを受けて、愛知県においても、県内企業に対して多様な

働き方の実現を推進していく一方で、県庁内でも職員の働きやすい職場環境の整備を進めてお

り、2017年度から県職員向けサテライトオフィスの設置（試行）を開始しました。 

 

イ 既存の取組 

ICT戦略プランの2年目となり、多くの事業が継続して進捗しています。 

 

Ⅰ 観光・交流拡大分野 

「『モノスゴ愛知でマツケン（待つ県）』のWeb動画及びWebサイトを制作」や「県内の大

学生等による伝統文化についての情報の発信」等の取組を行いました。WebサイトとSNSや

動画を複合的に活用して情報発信を行い、来県者数や観光消費の増加等に貢献しました。 

 

Ⅱ 産業革新分野 

「『知の拠点あいち』を中心とした産学行政の連携による共同研究開発プロジェクトの推進」

や「『愛知県IoT推進ラボ』での企業のIoTの活用を支援」等の取組を行いました。産業や農林

水産業分野でのICTの活用を推進しました。 

 

Ⅲ 暮らし安心・安全分野 

「『あいち消費生活情報メールマガジン』の配信」、公道における「自動運転の実証実験」、「ICT

の授業活用に関する研究」及び「ドローンを用いた産業廃棄物の保管状況の確認」等の取組を

行いました。生活・交通・教育・環境など多岐にわたる分野の取組で、県民の暮らし安心・安全

に貢献しました。 

 

Ⅳ ICT基盤強化分野 

一部の市町村において、「子育てワンストップサービス」の手続きを開始し、「マイキープラッ

トフォーム」の実証事業に参加するなど「マイナンバー制度への対応」に係る取組等を行い、自治

体業務の効率化を進めるとともに、住民サービスの向上に貢献しました。 

 

Ⅴ データ社会への対応分野 

「オープンデータカタログの充実」等の取組等を行い、データを基盤とした社会の実現に貢

献しました。 
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（２）2016年度から2017年度の総括 

ICT戦略プランでは、４つのテーマとデータ社会への対応として、140項目の施策展開の方向

性を設定しています。それぞれの項目ごとに進捗状況の評価と対象施策を下の表にまとめました。 

140項目のうち3項目は2016年度に完了しています。残りの137項目のうち、遅れのあ

るものが2項目あったものの、大半の項目（129項目）は順調に進展しており、6つの項目で事

業は終了し、新規の施策展開も3つありました。 

※評価は、「新規」＝新規の取組、「進展」＝継続して進展、「遅れあり」、「2017完了」＝2017年度

に取組完了・終了、「2016完了」＝2016年度に取組完了・終了の項目数を表します。 

テーマ 評価 対象施策 

Ⅰ 観光・交流 

拡大 

新規 1 「愛知の住みやすさ発信サイト」による魅力発信 

進展 32 
「モノスゴ愛知でマツケン（待つ県）」のWeb 動画及びWeb

サイトを制作 等 

2017完了 1 県内の大学生等による伝統文化についての情報の発信 

2016完了 2 
第31回国民文化祭・あいち2016 

第16回全国障害者芸術・文化祭あいち大会 

Ⅱ 産業革新 

新規 1 i-Constructionの推進 

進展 23 
｢知の拠点あいち｣を中心とした産学行政の連携による共同研究

開発プロジェクトの推進 等 

遅れあり 1 ビッグデータ等を分析・解析・活用できるICT人材の育成支援 

2017完了 4 

産業デザイン試作ネットワークの構築 

あいちベンチャーハウスのWebｻｲﾄやSNSによる情報発信 

あいちベンチャーハウスによるITベンチャー支援 

県内中小企業とデジタルコンテンツ系の学生のマッチングによ

るデジタル広告の作成 

2016完了 1 ヘリコプターテレビ伝送システム等更新 

Ⅲ 暮らし 

安心・安全 

新規 1 県職員向けサテライトオフィスの設置（試行） 

進展 49 
「あいち消費生活情報メールマガジン」の配信 

自動運転の実証実験 等 

2017完了 1 在宅医療連携システムの整備 

Ⅳ ICT基盤 

強化 
進展 20 

庁内クラウドへの移行 

マイナンバー制度への対応 等 

Ⅴデータ社会へ 

の対応 

進展 5 オープンデータカタログの充実 等 

遅れあり 1 データの利用しやすい環境づくり 

合計 新規3項目、進展129項目、遅れあり2項目、2017完了6項目、2016完了3項目 

 

ア 完了・終了した主な取組 

(ア) 県内の大学生等による伝統文化についての情報の発信 

愛知の文化の再認識・再発見、地域の伝統文化を次代に継承する意識の醸成など、様々な成

果を残すことができました。 
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(イ) あいちベンチャーハウスのWebサイトやSNSによる情報発信 

あいちベンチャーハウス入居企業のうち売上対前年度増加率 10％以上を達成した企業数

の割合が50%になり、2003年1月の運営開始から2018年3月までに108社が卒業

するなどの成果を残すことができました。 

また、2018年度からは新規事業として、新たなイノベーションを起こすIoT、AI等、革

新的な技術を有するスタートアップ企業を、県内外から募集し、メンターによる短期集中支

援、金融機関・支援機関等とのネットワーキング、資金獲得支援、モノづくり企業等とのマッ

チング等につなげるための機会と場を提供する「アクセラレータープログラム」を開始しま

した。 

 

  イ 遅れありの取組 

(ア) ビッグデータ等を活用できるICT人材の育成支援 

2018 年度に、IoT 推進ラボでは地域企業等との連携した産学連携プロジェクトの創出を

目指す「ものづくり IoT人材育成プロジェクト」、「農業 IoT人材育成プロジェクト」を実施

する予定です。 

また、愛知県立名古屋高等技術専門校では、2019 年 4 月に IoT 技術者の育成を目指す

「組込みシステム科」の新設を予定しています。 

 

(イ) データの利用しやすい環境づくり 

国の「世界最先端IT国家創造宣言」に「官民データの利活用のためには、官民問わず流通

したデータの取扱いのためのルール整備が求められます。そのため、個人の関与の下での多

様な主体による官民データの利活用ルールの整備、円滑なデータ流通に関連する制度の見直

し（コンテンツ流通、知的財産制度の在り方等）、電子委任状の法整備等を推進する。」と定め

られており、県の官民データ活用推進計画を策定する過程で、国の動向等も踏まえながら

「データの利用しやすい環境づくり」について検討を進めていきます。 
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（３）2018年度以降の展開 

ICT技術の進展や社会経済状況の変化、新たな政策課題の顕在化など、ICT戦略プラン2020

策定時とは異なる状況も出てきていることから、2018年度以降の展開については、以下に述べ

る点に留意して取組を進めていく必要があります。 

 

ア 「都道府県官民データ活用推進計画」の策定 

国の「官民データ活用推進基本計画」（以下、基本計画という。）では、都道府県には、2020

年度末までに都道府県の基本的な計画となる「都道府県官民データ活用推進計画」（以下、推

進計画という。）を策定することが求められています。 

愛知県では、推進計画策定に向け、2018年４月1日に、「あいちICT活用推進本部」に

各部局の主管課等と企画課を構成員とした「愛知県官民データ活用推進計画策定会議」を設

置しました。 

推進計画の手引きには、「オンライン化原則」「オープンデータ推進」「マイナンバーカード

の普及・活用」「デジタルデバイド対策等」「システム改革・BPR」を基本的な方針とするこ

とが記載されており、ひな形の中には ICT戦略プランに位置付けた項目も含まれていること

から、愛知県の推進計画はICT戦略プランの一部として策定することを検討しています。 

 

 

「官民データ活用推進基本計画」に係る国の主な動向 

年月 国の主な動向 

2016年12月 「官民データ活用推進基本法」が公布・施行された。 

2017年5月 「官民データ活用推進基本法」第8条に基づき、国の基本的な

計画「世界最先端ＩＴ国家創造宣言・官民データ活用推進基本

計画」が閣議決定された。 

2017年10月 国から都道府県に「都道府県官民データ活用推進計画」策定の

手引とひな形が示された。 

2018年１月 東海地方の自治体向け説明会が開催された。 

2018年６月 「世界最先端デジタル国家創造宣言・官民データ活用推進基本

計画」に変更された。 

 

 

イ 「地域IoT実装推進ロードマップ」の動向 

総務省はIoT等の本格的な実用化の時代を迎え、これまでの実証等の成果の横展開を強力、

かつ、迅速に推進するため、2016年に、「地域IoT実装推進ロードマップ」を取りまとめま

した。2018年4月には、「地域IoT実装推進ロードマップ（改定）」が取りまとめられ、新

たに「子育て分野」が追加されました。 

IoT、ビッグデータ、AI等は、地域の住民・行政・企業のデータ利活用による住民サービス

の充実、地域における新たなビジネス・雇用の創出等のメリットを実現し、地域の課題解決

を図るための効率的・効果的なツールとして強く期待されています。 

今後、ICT 戦略プランの推進に当たって、「地域 IoT 実装推進ロードマップ（改定）」の動

向も注視していきます。 
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３ 2017 年度の主な施策の実施状況 

本章では「ICT戦略プラン」で掲げた展開する施策について、2017年度に実施した主な取

組の内容を報告します。 

 

 

 

 

ICT戦略プランの施策項目 

項目 施策の展開 

1-1 観光振興の推進 ・Webサイト、ＳＮＳによる観光関連情報の充実 

・外国人旅行者の受入環境整備  等 

1-2 スポーツ大会・映画等ロ

ケ誘致促進 

・スポーツ大会・合宿等の誘致 

・大規模イベントの誘致・開催  等 

1-3 情報発信力の強化 ・「ネットあいち」を始めとする、Webサイトの活用 

・デジタルサイネージなど多様なメディアの活用 

 

【1-1観光振興の推進】 

 Webサイト、ＳＮＳによる観光関連情報の充実  

○ 「モノスゴ愛知でマツケン（待つ県）」のWeb動画及びWebサイトを制作 

（http://www.monosugo-aichi.jp/） 

愛知県出身の松平健氏を起用した観光ＰＲキャンペーン「モノスゴ愛知でマツケン（待

つ県）」の第３弾の動画としてWeb動画「いくいく！愛知育」を制作、2018年１月に公

開した他、Web広告を展開しました。 

さらに、キャンペーン Web サイトでは、愛知県の産業観光施設 10 か所についてのク

イズに挑戦し、楽しみながら愛知の産業観光を楽しく学んでいただけるページを公開しま

した。お子様にも楽しんでいただくことを意識し、テレビゲームをモチーフとしたサイト

となっています。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅰ 観光・交流拡大  

2018年1月から3月の動画再生回数：56万回 

http://www.monosugo-aichi.jp/
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○ 空港を玄関とした観光地等の情報を公式WebサイトやSNSを活用して発信 

（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kouku/）（https://aichi-mof.com/） 

    県公式Webサイトを活用し、中部国際空港及び県営名古屋空港の就航情報・空港までのアク

セス・就航先の魅力等の情報を提供しました。また、2017年11月に、県営名古屋空港内に

航空機をテーマとした「あいち航空ミュージアム」がオープンしました。ミュージアムのＰＲ

のため、「あいち航空ミュージアム」公式WebサイトやSNSを開設し、イベント情報や、展

示物等について情報発信しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2017年度の県公式Webサイト閲覧件数：2016年度比41%増加 
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 外国人旅行者の受入環境整備  

○ 無料公衆無線LAN環境を整備 

（https://www.aichi-wifi.jp/） 

訪日外国人や観光客の誘引、地域の防災対策を図るため、2017年度は県有施設11か

所に無料公衆無線LAN環境（フリーWi-Fi）を整備し、計１9か所となりました。 

また、あいち無料公衆無線ＬＡＮ推進協議会の運営を通じた Wi-Fi 環境の整備促進に向

けた活動やフリーWi-Fi周知広報用リーフレットの作成及び配布を実施しました。 

愛知県訪日外客動向調査結果では、フリーWi-Fiについての満足度が2016年度より向

上しました。 

 

「SSID:Aichi_Free_Wi-Fi」を使用している県有施設 

・愛知芸術文化センター 

・愛知県女性総合センター（ウィルあいち） 

・愛知県陶磁美術館 

・大高緑地 

・小幡緑地（西園） 

・牧野ヶ池緑地 

・熱田神宮公園 

・愛・地球博記念公園 

・豊田自動織機海陽ヨットハーバー(New) 

・新城総合公園(New) 

・あいち健康の森公園(New) 

・木曽川祖父江緑地(New) 

・愛知県武道館(New) 

・あいち国際プラザ(New) 

・東三河ふるさと公園(New) 

・愛知県美浜少年自然の家(New) 

・いちい信金スポーツセンター（愛知県一宮総合運動場）(New) 

・油ヶ淵水辺公園 (New) 

・愛知県口論義運動公園(New) 

 

 

 

 

  

愛知県訪日外客動向調査結果 

フリーWi-Fiスポットが少ない 2016年：28.4% → 2017年：14.3% 

フリーWi-Fiの通信環境が悪い 2016年：21.0% → 2017年：13.7% 

https://www.aichi-wifi.jp/
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【1-2 スポーツ大会・映画等ロケ誘致促進】 

 大規模イベントの誘致・開催  

○ 県内の大学生等による伝統文化についての情報の発信 

（公式Webサイト及びSNSは2018年6月末閉鎖） 

「第 31 回国民文化祭･あいち 2016」の成果を継承し、愛知県の文化的な地域資源を

次世代に引き継いでいくことを目的に、Webサイト及びSNSを立ち上げ、県内5大学の

大学生及び大学院生が伝統文化や郷土芸能を体験し魅力等を発信しました。 

12月に行われた「報告・公演会」では、伝統文化や郷土芸能に対する若者や海外の人の

認知度を向上させることを目的としたSNSやブログでの情報発信や動画制作等について、

大学生等から提案がありました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 「あいちトリエンナーレ2019」の開催情報の発信 

（https://aichitriennale.jp/） 

「あいちトリエンナーレ2019」の開催に向けて、2017年度にあいちトリエンナーレ

公式Webサイト・ＳＮＳをリニューアルし、「あいちトリエンナーレ2019」のテーマビ

デオ及び開催概要発表記者会見などの情報を発信しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年度の発信数 

公式Twitter：759回、公式Instagram：155回 

2017年度の発信数 

公式Web:：48回、公式Twitter：36回、公式Facebook：29回 

https://aichitriennale.jp/
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【1-3 情報発信力の強化】 

 「ネットあいち」を始めとする、Webサイトの活用  

○ 「愛知の住みやすさ発信サイト」による魅力発信 

（https://www.pref.aichi.jp/kikaku/sumiyasusa/） 

他の大都市圏に比べた愛知の強みである「住みやすさ」について、これから居住地を選択

していく東京圏の大学生などの若者層を中心に広くＰＲし、愛知への人口流入・定着を促進

するために、「愛知の住みやすさ発信サイト」を2017年度に開設しました。 

「愛知の住みやすさ」を具体的な統計データ等で紹介するとともに、「愛知の住みやすさ

ＰＲ動画コンテスト」の応募・受賞作品やSNSで愛知県の魅力を発信する「愛知の魅力つ

ぶやき隊」のツイートを掲載するなど、情報発信を進めました。 
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ICT戦略プランの施策項目 

項目 施策の展開 

2-1 モノづくり産業の競争力の

更なる進化 

・創業の支援、開発・立地の促進 

・モノづくり人材の育成  等 

2-2 農林水産業の競争力の強化 ・農業生産技術の開発・普及 

・効率的な森林整備  等 

2-3 ICT の新たなビジネスモデ

ルの開発・人材育成 

・ICTスキルを持つ人材の育成 

・IT産業の支援・創業支援 

2-4 商業の活性化 ・商店街情報の発信強化 

 

【2-1 モノづくり産業の競争力の更なる進化】 

 創業の支援、開発・立地の促進  

○ ｢知の拠点あいち｣を中心とした産学行政の連携による共同研究開発プロジェクトの推進 

（http://www.astf-kha.jp/project/） 

｢知の拠点あいち｣を中心とした産学行政の連携による共同研究開発プロジェクトは、３

つのプロジェクトを推進し、その中でも、次世代ロボット社会形成技術開発プロジェクト

において、ロボット分野又は自動車安全技術分野に関する９件の研究テーマが進められま

した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ⑤鳥獣害・災害対応ドローンに関する研究開発 

①高齢者が安心快適に生活できるロボティックスマートホーム ⑥愛知次世代ロボットの産業化・市場創出を推進する要素技術開発 

②介護医療コンシェルジュロボットの研究開発 ⑦ロボット実用化のためのリスクアセスメント支援システム構築 

③航空エンジン製造自動化システムに関する研究開発 ⑧眼球運動を指標としたドライバ状態検知技術の実用化 

④施設園芸作物の収穫作業支援ロボットの研究開発 ⑨交通事故低減のための安心安全管理技術の開発 

Ⅱ 産業革新 

ロボット分野又は自動車安全技術分野に関する 

研究テーマ数：9件 

http://www.astf-kha.jp/project/
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○ i-Constructionの推進（ICTを活用した工事） 

（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/i-con-sekou.html）

愛知県版i-Constructionの取組の一つとして、ICT建設機械に3次元データを入力し、

衛星等により建設機械の位置を計測することによって、効率的に自動制御を行う土木工事

である「情報化施工工事」に地元建設業界との連携を図りながら取組みました。 

これまでの施工に比べ、日当たり施工量の向上、建設機械周りの補助作業の軽減による

安全性の向上や、丁張り設置作業、検測作業が不要になる等の効果が確認できました。 
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【2-2 農林水産業の競争力の強化】 

 効率的な森林整備  

○ シカの目撃情報の提供システム「シカ情報マップ」 

（https://shikadoko.jp/） 

    「シカ情報マップ」は、シカの目撃情報や被害情報を

スマートフォンやインターネットに接続したパソコン等

から報告し、地図上に表示するシステムです。報告され

た情報は、リアルタイムで地図上に更新され、過去の情

報と合わせてすぐに確認できます。 

これまでは、行政機関や森林組合等、森林・林業の関

係者からの報告が中心でしたが、地域の住民や一般の方

等から広く情報を収集できるようになりました。 

    また、愛知県の情報だけではなく、全国の目撃情報や

被害情報を報告、閲覧することができます。 

 

 

 

 

【2-3 ICTの新たなビジネスモデルの開発・人材育成】 

 ICTスキルを持つ人材の育成  

○ 「愛知県IoT推進ラボ」 

（https://www.pref.aichi.jp/site/aichi-pref-iot/）

「愛知県IoT推進ラボ」では、愛知県内において、IoTの活用促進を図るため、これまで

県が推進してきている自動車、ロボット、健康長寿などの産業分野を中心に、企業のIoTの

活用を支援します。 

2017年度には、「愛知県IoT推進ラボ ニーズ・シーズマッチングセミナー」を2回

開催したほか、IoT活用相談窓口を開設しました。 

  
2017年度のセミナー参加者：225名 

https://shikadoko.jp/
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ICT戦略プランの施策項目 

項目 施策の展開 

3-1 災害や犯罪に負けないま

ちづくり 

・災害時における情報伝達 

・ネット犯罪対策  等 

3-2 ＩＴＳ・交通対策の推進 ・ＩＴＳ等の研究支援・普及・拡大 

3-3 健康長寿あいちの実現 ・「あいち健康ナビ」 

・「食育」の推進  等 

3-4 女性の活躍促進・子育て

支援 

・ワーク・ライフ・バランスの推進 

・結婚・子育て支援  等 

3-5 学ぶ楽しさ・生涯学習の

実現 

・魅力ある授業の実施 

・Webサイトを通じた学校・図書館・生涯学習情報の提供  等 

3-6 「環境首都あいち」の実現 ・エコアクションの促進 

・廃棄物保管状況の確認の高度化  等 

 

【3-1 災害や犯罪に負けないまちづくり】 

 災害時における情報伝達  

○ 災害情報伝達手段等の高度化 

2017年度に、市町村の災害対応業務の効率化や避難勧告等の迅速な意思決定を支援するため、

住民広報や被害情報管理、避難者対応等の市町村の災害対応業務を支援する「市町村防災支援シ

ステム」を構築し、その効果の検証を行いました。2018年度から本格運用開始しました。 

 
 

○ 無料公衆無線LAN環境を整備（再掲P8） 

 

Ⅲ 暮らし安心・安全  

2017年度の実証事業参加団体：13市町 
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 ネット犯罪対策  

○ 「あいち消費生活情報メールマガジン」の配信 

（https://www.aichi-shohi.jp/） 

最新の消費者トラブル情報、消費者教育、消費生活に関するイベント情報等を月に１度

お届けする「あいち消費生活情報メールマガジン」を、2017年9月から配信開始しまし

た。 

 
  

を配信しています!

愛知県県民生活課から最新の消費者トラブル情報、消費者教育、消
費生活に関するイベント情報等を月に１度お届けします。
ぜひ、ご登録ください!!

①下記のＱＲコードから

「あいち消費生活情報メール

マガジン」ページへアクセス

※機種によってはアクセスできない

場合があります。

①「あいち暮らしWEB」へアクセス

登録バナーをクリック!!

③「メールアドレス」を入力するだけで登録

できます。

※「年代・性別・職業等」は任意です。

※ 30分以内に登録いただいたアドレス あてに

「登録確認メール」をお送りします。

登録

②「ご利用案内」の内容を確認後、

「あいち消費生活情報メールマガジン登録」

をクリック！

登録
方法

購読
無料

https://www.aichi-shohi.jp/
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【3-2 ＩＴＳ・交通対策の推進】 

 ＩＴＳ等の研究支援・普及・拡大  

○ 自動運転の実証実験 

（https://www.pref.aichi.jp/soshiki/sangyoshinko/h29seikahoukoku.html） 

2017年度は、国の規制緩和の動きに連動し、運転席に人が乗車しない遠隔型自動運転

システムを含む実証実験を県内 10 か所の実証エリアにおいて実施し、事故や大きなシス

テムトラブルもなく、全線において成功させることができました。 

併せて、県民136名を対象に、無人タクシーなどのニーズ、社会的受容性についてモニ

ター調査を実施し、自動運転システムという近未来の新しい社会システムの実現可能性に

対して、高い期待や社会的受容性の大きさを確認することができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

モニター結果（抜粋） 

①自動運転車への期待 高齢者の移動支援（94％）、交通事故の削減（82%）、公共交通過疎地での代替手段(76%) 

②自動運転が実現した社会の到来に

賛成 

試乗前：とてもあてはまる（55%）、ややあてはまる（25%）、どちらでもない(15%) 

試乗後：とてもあてはまる（65%）、ややあてはまる（24%）、どちらでもない(7%) 

③試乗時に危険を感じることはなかった 全くなかった(71%)、ほとんどなかった(13%)、どちらでもない(13%) 

 

【3-3 健康長寿あいちの実現】 

 「あいち健康ナビ」  

○ 健康情報ポータルサイト あいち健康ナビ 

（https://ssl.aichikenkonavi.com/） 

生涯を通じて健康でいきいきと過ごせる「健康長寿あいちの実現」を目指して、健康寿命

の延伸を図るため、「健康情報ポータルサイト あいち健康ナビ｣から疾病の発症予防・重

症化防止に役立つ健康情報を発信し、県民の自発的に健康づくりに貢献しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

2017年度の実証実験 総延長約22㎞、総実走距離約770㎞ 

2017年度のアクセス数：14,046件 

https://www.pref.aichi.jp/soshiki/sangyoshinko/h29seikahoukoku.html
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【3-4 女性の活躍促進・子育て支援】 

 ワーク・ライフ・バランスの推進  

○ 県職員向けサテライトオフィスの設置（試行） 

出張時における勤務時間を有効活用し、業務を効率的に行うため、職員ポータルサイト

等の利用が可能なパソコンを備えたサテライトオフィスを 2018 年１月から本庁舎に設

置（試行）しました。 

地方機関の職員等が出張用務の前後に会議報告書の作成やメールチェック等を目的に利

用しています。アンケートの結果、回答いただいた全員から今後も利用したいとの回答が

ありました。 

 

 

 

【3-5 学ぶ楽しさ・生涯学習の実現】 

 魅力ある授業の実施  

○ ICTの授業活用に関する研究 

    （http://www.aichi-c.ed.jp/） 

ICT の授業活用に関する研究を行い、県が教育ネットワーク拠点サービスとして配備している

「愛知エースネット」の教育コンテンツの拡充を図っています｡ 

2017年度は、小中学校でのビジュアルプログラミングソフトを用いたプログラミング学習に

ついての報告や農林・水産教育でのタブレット端末やドローンの活用についての報告等の教育コ

ンテンツを「愛知エースネット」に拡充しました。また、「多様な校種におけるICTを活用した授

業に関する研究」について発表を実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2018年１月から3月の利用人数：延べ24人 

2017年度に拡充したWebコンテンツ数：16件 

2017年度の研究発表会参加者アンケートで「役に立つ」との回答：98% 

http://www.aichi-c.ed.jp/
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【3-6 「環境首都あいち」の実現】 

 エコアクションの促進  

○ エコリンクあいち 

（http://aichi-eco.com/） 

県民が環境に興味や関心を持ち、環境への負荷を減らす身近な行動「エコアクション」へ

とつなげるために、Webサイト「エコリンクあいち」において気軽にエコアクションを学

び実践へとつなげることをサポートしています。 

 

 

 廃棄物保管状況の確認の高度化  

 ○ ドローンを用いた産業廃棄物の保管状況の確認 

   障害物により地上からの確認が困難

である産業廃棄物保管場所について、

ドローンを活用して、上空からの撮影

を実施しています。2017年度は最終

処分場を始め2地点について実施し、

事業者指導等に活用しました。 

 

  

2017年度のアクセス数：24,370 

2017年度のドローンの活

用件数：2件 

http://aichi-eco.com/
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ICT戦略プランの施策項目 

項目 施策の展開 

4-1 自治体クラウドの推進 ・庁内クラウド 

・市町村におけるクラウド導入の支援 

4-2 マイナンバー制度への対応、

活用による業務プロセス改善 

・マイナンバー制度への対応 

・業務プロセス改善 

4-3 情報システムの活用拡大、調

達最適化 

・情報システムの活用・更新 

・情報システムの適正調達の推進 

 

【4-1 自治体クラウドの推進】 

 庁内クラウド  

○ 庁内クラウドへの移行 

ＩＴ経費の削減、情報システムの安定的な稼働及び効率化を目的とし、汎用コンピュー

タに換わる業務システム基盤として共通サーバシステム（庁内クラウド）を2014年４月

から稼働しています。2017 年度は6 システムを移行し、2017 年度末時点で50 シス

テムを庁内クラウド上で運用しています。庁内クラウドへのシステム移行により、各課で

行う業務のシステム運用経費の削減につながりました。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅳ ICT基盤強化 
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【4-2 マイナンバー制度への対応、活用による業務プロセス改善】 

 マイナンバー制度への対応  

○ マイナンバー制度への対応 

    2017 年度 11 月からの自治体間のマイナンバーの情報連携の本格運用が開始されました。

本格運用開始に向けて、マイナンバー制度に関係するシステムを所管する課室の支援を行いま

した。今後も、データ標準レイアウトの改版が2018年度に行われるため、システム改修や副

本の再登録等の必要な準備作業が遅れることがないよう、引き続き全体管理等を行います。 

また、国が運用する「マイナポータル」で官民のオンラインサービスをワンストップで利用

可能にする取組の一つである「子育てワンストップサービス」に対応するため、県と県内市町

村が共同で運用する「あいち電子申請・届出システム」の機能追加（システム改修）を実施しま

した。 

2017年3月末時点で、県内の16市町村で「子育てワンストップサービス」の一部又は全

部の手続きが対応済みです。 

さらに、マイナンバーカードが1枚あれば、様々な利用者カードとして活用でき、クレジッ

トカードなどのポイントやマイレージを商店街での買物やオンラインでの地域の産物購入など

に活用できるようにするためのシステムとして国が整備する「マイキープラットフォーム」に

ついて、2017年9月から国の実証事業が開始されました。県内市町村では、大府市が参加し、

自治体ポイントを設定し、通販サイト「めいぶつチョイス」でのオンライン販売を行っていま

す。 

 

 

【4-3 情報システムの活用拡大、調達最適化】 

 情報システムの活用・更新  

○ 「総務事務・人事管理総合システム」の統合 

     県庁職員等が利用する服務申請機能､給与機能､人事機能等の計 20 システムについて、運

用保守に係る費用削減､情報連携強化､利便性の向上､情報セキュリティの向上等を目的に、シ

ステム統合及び更新を行い､2018年1月に稼働開始しました。 

 

  ○ あいち電子調達共同システム(CALS/EC)の更新 

     県と県内市町村（名古屋市を除く）が共同で運用し利用する｢あいち電子調達共同システム

(CALS/EC)｣を2017年１０月にシステム更新しました。費用低減等のため､クラウドによ

るサービス利用型の運用方式を採用しました。 
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ICT戦略プランの施策項目 

項目 施策の展開 

5-1 オープンデータの推進 ・オープンデータの推進 

5-2 ビッグデータの活用 ・ビッグデータの活用 

5-3 IoTへの対応 ・IoTへの対応 

 

【5-1 オープンデータの推進】 

 オープンデータの推進  

○ オープンデータカタログの充実 

（https://www.pref.aichi.jp/life/7/） 

国の「地方公共団体オープンデータ推進ガイドライン」（2015年２月公表）を踏まえ、

2015年度にWeb作成支援システム（Webページを作成・公開するシステム）を更新し、

所属で保有しているデータをオープンデータとして公開する際に、職員が容易に操作を行

えるよう改修を行いました。 

2017年度末時点での公開ジャンル数は21件増えて、61件に、公開データ数は233

件増えて、738件となりました。今後も公開データ数の増加を図っていきます。 

 
また、県と県内市町村（名古屋市を除く）で設立した「あいち電子自治体推進協議会」が

2017 年 3 月に開設した、「あいち電子自治体推進協議会オープンデータカタログ」

（http://www.e-aichi.jp/ opendata.html）と相互リンクを設定しています。このWeb

サイトは、愛知県と県内市町村が提供するオープンデータの一覧を見ることができ、各自

治体のオープンデータのページに遷移できるようになっています。 

国の「地方公共団体オープンデータ推進ガイドライン」（2017年12

月改定）の推奨データセットに対応するために、2018年3月には掲載

項目を5分野9項目から8分野28データセットに拡充しました。 

 

 

Ⅴ データ社会への対応 

https://www.pref.aichi.jp/life/7/
http://www.e-aichi.jp/opendata.html
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【5-3 IoTへの対応】 

 IoTへの対応  

○ 「愛知県IoT推進ラボ」（再掲P１３） 
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 （参考）取組を紹介した Web サイトの一覧 

 

♦モノスゴ愛知でマツケン 
http://www.monosugo-aichi.jp/ 

モノづくり県、愛知に行って考える力を大きく育てよう。 

 

◆航空対策課Webサイト 
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kouku/ 

中部国際空港及び県営名古屋空港の就航情報・空港までのアクセス・就航先の魅力等の情報を提

供しています。 
 

♦あいち航空ミュージアム 
  https://aichi-mof.com/ 

  あいち航空ミュージアム公式Webサイトです。 

 

♦Aichi Free Wi-Fi 
https://www.aichi-wifi.jp/ 

Aichi Free Wi-Fiとは、店舗や商店街、宿泊施設や観光施設などへの無料公衆無線LANの整備

促進を図り、無料公衆無線LANサービスが提供されている施設におけるAichi Free Wi-Fiシンボ

ルマークの掲出や、Aichi Free Wi-Fi専用ポータルサイトでのWi-Fiマップによるアクセスポイン

ト情報等を発信している無料公衆無線LANをいいます。 

（「SSID:Aichi_Free_Wi-Fi」は愛知県が県有施設に整備したアクセスポイントのSSIDです。） 

 

♦あいちトリエンナーレ 
https://aichitriennale.jp/ 

愛知県で3年に1度開催される国内最大級の国際芸術祭である「あいちトリエンナーレ」の情報

を発信する公式Ｗｅｂサイトです。 

 

♦愛知の住みやすさ発信サイト 
https://www.pref.aichi.jp/kikaku/sumiyasusa/ 

「愛知の住みやすさ」に関する情報をお届けするサイトです。 

 

♦知の拠点あいち 重点研究プロジェクトについて 
http://www.astf-kha.jp/project/ 

知の拠点あいち 重点研究プロジェクトについて掲載しています。 

 

♦シカの目撃情報の提供システム「シカ情報マップ」 
https://shikadoko.jp/ 

「シカ情報マップ」は、シカの目撃情報や被害情報をスマートフォンやインターネットに接続し

たパソコン等から報告し、地図上に表示するシステムです。 
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♦愛知県IoT推進ラボ 
https://www.pref.aichi.jp/site/aichi-pref-iot/

「愛知県IoT推進ラボ」についての情報を掲載しています。 

 

♦i-Constructionの推進 
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/kensetsu-kikaku/i-con-sekou.html  

ＩＣＴ活用工事の実施要領等を掲載しています。 

 

♦「あいち消費生活情報メールマガジン」の配信 
https://www.aichi-shohi.jp/ 

あいち消費生活情報メールマガジンの利用案内等を掲載しています。 

 

♦平成２９年度自動走行実証推進事業の結果について 
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/sangyoshinko/h29seikahoukoku.html 

2017年度（平成２９年度）自動走行実証推進事業の結果報告書の概要版を掲載しています。 

 

♦健康情報ポータルサイト あいち健康ナビ 
https://ssl.aichikenkonavi.com/ 

生涯を通じて健康でいきいきと過ごせる「健康長寿あいちの実現」を目指して、健康寿命の延伸

を図るため、疾病の発症予防・重症化防止に役立つ健康情報を発信しています。 

 

♦愛知エースネット 
http://www.aichi-c.ed.jp/ 

学校の授業で活用できる教育用コンテンツを提供しています。 

 

♦エコリンクあいち 
http://aichi-eco.com/ 

県民が環境に興味や関心を持ち、環境への負荷を減らす身近な行動「エコアクション」へとつな

げるために、気軽にエコアクションを学び実践へとつなげることをサポートします。 

 

♦愛知県オープンデータカタログ 
https://www.pref.aichi.jp/life/7/ 

愛知県が所管する情報の提供サービスを行っています。 

 

♦あいち電子自治体推進協議会オープンデータカタログ 
http://www.e-aichi.jp/opendata.html 

愛知県と県内市町村がオープンデータとして提供しているデータのまとめサイトです。 

 

♦あいちICT戦略プラン2020 
https://www.pref.aichi.jp/soshiki/joho/plan2020-1.html 

愛知県の情報通信技術の総合指針です。 


